
東郷町

「子ども議会」

「東郷高校生徒会役員と
議会との意見交換会」

• 概要説明

• 参加者に聞く「率直な意見」

報告

愛知県東郷町議会議員

中野まさひろ



開会の経緯

・議会の先進都市調査において、他都市の「子ども議会」等について関心が。

・中野の一般質問に対し、町長が「今年度中の開催」を答弁‼

（中野）東郷町議会議員一般選挙は１６人の定数に対して２４人が立候補。
投票率は４年前から２.０８ポイント下落し、４７．７２％。
平成１１年は６０．７７％。実に１３．０５ポイントの下落。
◎１９歳の若者投票率 愛知県知事選挙：２８．５４％

東郷町長選挙：３０．１９％

子ども達の町政やまちづくりへの関心を高めるため、本物の議会で議論し、
まちづくりに主体的にかかわる機会を提供し、主権者としての自覚を促す
「子ども議会」が全国各地で行われてる。本町においても取り組む考えは？

（町長）今年度中に「子ども議会」を開催したい。
議会・行政のしくみを理解するきっかけになり、まちづくりに興味を持っても
らえることにつながり、大変意義のある事業である。

子ども議会



第1回

日時 令和元年12月24日

参加者 小学5年生 7人

小学6年生 3人

中学1年生 3人 計13人

5小学校、2中学校（町外1中学校）

質問内容：東郷町のことであれば
自由。事前通告。

質問時間：概ね5分以内

質問方式：一括して全項目を質問
再質問１回

答弁方式：担当部長が答弁の後、
町長が答弁

子ども議会



第1回 新聞報道

子ども議会



第1回の成果

広報とうごう（令和3年6月号から）

子ども議会



第２回

日時 令和３年３月３０日

参加者 小学5年生 １人

小学6年生 ４人

中学1年生 ２人 計７人

３小学校、2中学校

子ども議会



第２回 新聞報道

子ども議会



第２回の成果

子ども議会

広報とうごう（令和3年6月号から）



子ども議会

「生理の貧困」については大反響‼⇒全国に波及

「生理用品を学校の個室に常備していただけ
れば、お金もかからないし、こまめに交換できて
心も体も健康になると思います」

「生理の貧困」を知った、当時小学6年生の女子
児童の提案です。

今年3月、愛知県東郷町の子どもが、自分たち
が住む街づくりについて発表する「子ども議会」
での出来事でした。

～メーテレの報道から～

東郷町立の全小中学校女子トイレに配備された
「生理用品」



開催の経緯

１ 目的
・高校生が町政について理解を深める機会とする
・町政や町議会に対する意見や要望をお聞きする機会とする

２ テーマ
「東郷町の魅力」
「東郷町のちょっと残念」
「東郷町をこんな町に！」
「選挙権や政治について思うこと」
「町議会・議員に対して思うこと」

等、あらかじめ参加者とテーマの設定について話し合い設定する。

広報広聴委員会で、町民の紙面への登場を議論する中で、町内唯一の
高等学校である愛知県立東郷高等学校の生徒会役員との意見交換会開
催を決定。

東郷高校生徒会役員と議会との意見交換会



概要

１ 実施方法
・生徒会役員8人と3年生で参加希望のあった生徒ひとりを２グループ
に分け、広報広聴委員会委員と意見交換。

２ テーマ
統一テーマ
「議会だより・議会ホームページについて思うこと」

自由テーマ
グループで話したいことを自由に設定。
「町と高校とのタイアップ（文化祭での地域交流等）」
「交通が不便？町内の危ない箇所マップ」

東郷高校生徒会役員と議会との意見交換会



東郷高校生徒会役員と議会との意見交換会

中日新聞なごや東版（R2.12.19）



「子ども議会」
「東郷高校生徒会役員と議会との意見交換会」

の課題

子ども議会

東郷高校生徒会役員と議会との意見交換会

1. 参加者の確保
2. 子どもや保護者の関心をいかに獲得するか

1. 東郷高校生徒会役員、教員ともに「有意義であり、定例化したい」との
感想。

2. 議会も同様の総括。
3. 単発的な意見交換会の先には、議会とタイアップした継続的な「社会課
題解決の検討と政策提言」を展望も？（中野）

「子ども議会をきっかけに、家庭で町や町
政について自然に話すようになった。」

（参加者の母親）


